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表F－1
大学名・所在地等
大学名
キャンパス
の所在地
新潟国際情報大学 設置形態 ⑲　　　　　　　　一・国立・公立
〒950－2292新潟県新潟市西区みずき野3丁目1番1号（本校）
〒951－8068新潟県新潟市中央区上大川前通七番町1169番（新潟中央キャンパス）
理事長名
学部長名
　大学
事務局長名
武　藤　輝　一
情報文化学部長 槻　木　公　一
学長名 武　藤　輝　一
田　村　孝　平
①
②
③
④
設置形態は該当箇所に○印をつけること。
複数のキャンパスを有する場合は、すべてのキャンパスの所在地を記載すること。
学部長、研究科長はすべての学部、研究科において記載すること。
大学事務局長の欄には、大学事務局長又は相当者を記載すること。
表F－2
設置学部・学科・大学院研究科等
名　　　称
情報文化学部・情報文化学科
情報文化学部・情報システム学科
設置認可年月日
平成5年12月21日
平成5年12月21日
開設年月日
平成6年4月1日
平成6年4月1日
所　在　地
新潟県新潟市西区みずき野3丁目1番1号
新潟県新潟市西区みずき野3丁目1番1号
備　　考
①
②
③
④
⑤
⑥
学部・学科、大学院研究科・専攻、研究所等ごとに記載すること。
当該研究科もしくは専攻が専門職大学院である場合は、備考欄にその旨記載すること。
教養教育科目、外国語科目、保健体育科目、教職科目等を担当する独立の組織がある場合には、学部にならって記載すること。
その場合は、　r設置認可年月日」欄は斜線を引くこと。
通信教育課程、専攻科、別科等があれば、これも記載すること。
現在、文部科学省に設置申請中の学部・学科、大学院研究科・専攻・課程（修士・博士）がある場合は、下表に記載すること。
学部、学科、研究科等が改組または、名称変更等をしている場合は、備考にその時期と名称等を記載し、変遷がわかるようにすること。
開設予定の学部・学科・大学院研究科等 「該当なし」
表F－3
学部構成（大学・大学院）
学部
情報文化学部
情報文化学科
情報システム学科
大学院 「該当なし」
表F－4
学部・学科の学生定員及び在籍学生数
在　籍　学　生　数
学　　部 学　　科 入学編入学．収容在籍学生編入　　　　　　　　　定員　　総数　　学生数　　b／a定　員　定　員　　　　　　　　　（a）　　（b）　　（内数）
　第1年次　　　　第2年次　　　　第3年次
　　　　留年者数　　　　　留年者数　　　　　留年者数学生数　　　　　　学生数　　　　　　学生数　　　　（内数〕　　　　　　（内数〕　　　　　　（内数〕
第4年次
学生数 留年者数1内数〕
備考
情報文化学科 1OO 400 515 1．29 126 i27 121 141 14
情報文化学部
情報システム学科 150 600 766 i．28 196 190 183 197 17
計 250 O　1，OOO　l，281 1．28 322 317 304 338 31
合　　計 250 O　l，O00　1，281 1．28 322 317 304 338 31
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑪
昼夜開講制をとっている学部については、昼間主コースと夜間主コースにそれぞれ分けて記載すること。
4年間（医、歯、薬、獣医に関する学部・学科は6年間〕の入学定員、臨時的定員、編入学定員を確認の上、収容定員を計算すること。
現在の在籍学生に関わる入学定員及び編入学定員に変更があった場合、また行っている場合には、入学定員及び編入学定員の欄には変更後の数を記入
し、収容定員の欄には学則に記載してある収容定員（現在の入学定員×4年問又は6年問十編入学定員）を記載するとともに括弧書きで1年から4年
または6年までの入学定員を足した実際の定員の数を記載し、「備考」欄に注記すること。
学部、学科の改組等により、新1日の学部、学科が併存している場合には、新旧両方を併記し、　「備考」欄に注記すること。
年度により定員が変動している場合は、備考欄にその理由を記入すること。
医、歯、薬、獣医学部（あるいは獣医（関係）学科をもつ学部）の場合には、第6年次まで作成すること。
編入学定員を設定している場合は、備考欄にその受け入れ年次を記載すること。
留年者には、休学や留学によって進級が遅れた者は含めないこと（進級要件を設定していない大学で、2年次に留学もしくは休学した学生が、4年で
卒業できず、留年となった場合は2年次、4年次のいずれの留年者数にも含めないこと）。
「b／a」欄については、小数点以下第3位を四捨五入し、小数点以下第2位まで表示すること。
通信教育課程、専攻科、別科等についても学部の表に準じて作成すること。
表F－5
大学院研究科の学生定員及び在籍学生数 「該当なし」
①　博士課程を前期と後期に区分している場合は、前期課程は修士課程の欄に後期課程は博士課程の欄に記載すること。また、5年一貫
　　制及び4年一貫制（医・歯学部、獣医学系あるいは獣医（関係）学科をもつ学部）の博士課程は博士課程の欄に記載すること。
②　専門職大学院は修士課程の欄に、法科大学院に関しては博士課程に記載すること。
③　「c／a」及び「d／b」欄については、小数点以下第3位を四捨五入し、小数点以下第2位まで表示すること。
④　在籍学生数の区分（一般、杜会人、留学生）の考え方について、杜会人は杜会人枠の入試形態による、留学生は留学ビザがある学
　　生、それ以外は一般とみなす。
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表F－7
附属校及び併設校、附属機関の概要 「該当なし」
①同一法人内の附属校（幼稚園、小・中学校、高等学校等）及び併設校がある場合はすべて記載すること。
②附属機関（附属病院、附属研究所、博物館等）がある場合はすべて記載すること。
表F－8
外部評価の実施概要 「該当なし」
①認証評価に関わらず、JABEE（日本技術者教育認定機構）、ISO（環境、情報セキュリティー等）
　　その他第三者評価等の外部評価を受けた実績がある場合はすべて記載すること。
表3－1
授業
授
業
科
目
の
概
要
科目の概要
情
報
文
化
学
部
情
報
文
化
学
科
基
礎
科
目
授業科目の名称
政治学
経済学（マクロ）
経済学（ミクロ）
社会学
市民社会論
社会思想史
比較宗教論
哲学
歴史学
世界地誌
地球環境論
新潟研究（自然と文化）
新潟研究（政治と経済）
文化人類学
社会調査
法学
憲法
民法
財政学
金融論
情報文化
言語学
ジェンダー論
福祉杜会論
コミュニケーション論
ジャーナリズム論
論理と数理
科学と技術
配当年次 必修
単位数又は時問数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教 備考
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
文
化
学
科
基
礎
科
目
共
通
科
目
授業科目の名称
コミュニケーション技術
統計と情報
線形数学
文章表現
心理と行動
倫理学
C　E　P1
C　E　P2
体力診断と運動処方1
体力診断と運動処方2
フィットネス理論及び実習
キャリア開発1
キャリア開発2
インターンシップ
地域研究概論
アジアと日本
異文化理解
日本政治論
日本経済論
企業と経済
国際研究概論
国際政治学
国際経済学
国際法
平和学
情報システム
情報検索
情報社会論
情報と法
情報メディア論
配当年次
3・4
必修
単位数又は時間数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教 備考
旧名称1メディア論、配当二4年次
10
10
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
文
化
学
科
共
通
科
目
専
門
科
目
授業科目の名称
コンピュータシステム
生活情報
経営と組織
ネットワークコンピューティング
マーケティング
人問情報システム
社会情報システム
情報処理演習1
情報処理演習2
社会調査演習1
杜会調査演習2
基礎演習1
基礎演習2
国際研究ゼミナール1
国際研究ゼミナール2
国際研究ゼミナール3
国際研究ゼミナール4
国際研究ゼミナール5
国際研究ゼミナール6
卒業論文
ロシア語1
ロシア語2
ロシア語3
ロシア語4
ロシア語5
ロシア語特講2
ロシア語特講3
中国語1
中国語2
中国語3
配当年次
一’
必修
単位数又は時問数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教
隔年開講
隔年開講
平成12年度
平成12年度
平成12年度
平成12年度
平成12年度
備考
i1
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
文
化
学
科
専
門
科
目
授業科目の名称
中国語4
中国語5
中国語特講2
中国語特講3
韓国語1
韓国語2
韓国語3
韓国語4
韓国語5
韓国語特講2
韓国語特講3
アメリカ英語1
アメリカ英語2
アメリカ英語3
アメリカ英語4
アメリカ英語5
英語特講2
英語特講3
AdvancedCEP1
AdvancedCEP2
AdvancedCEP3
AdvancedCEP4
AdvancedCEP5
AdvancedCEP6
外国語文献講読1
外国語文献講読2
日本語学
ロシア史概説
現代ロシア論
ロシア文化論
配当年次 必修
単位数又は時問数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教
平成12年度
平成12年度
平成12年度
平成12年度
平成12年度
平成12年度
不開講
不開講
不開講
不開講
備考
12
12
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
文
化
学
科
専
門
科
目
授業科目の名称
日口関係論
中国史概説
現代中国論
中国文化論
日中関係論
韓国朝鮮史概説
現代韓国朝鮮論
韓国朝鮮文化論
日韓朝鮮関係論．
アメリカ史概説
現代アメリカ論
アメリカ文化論
日米関係論
日本政治史
日本の思想
日本経済史
地方自治論
東アジア関係論
東南アジア文化論
現代東南アジア論
現代ヨーロッパ論
現代イスラーム論
国際政治史
国際経済史
国際経済法
南北問題
地球社会と人権
現代エネルギー論
国際協力論
NGO論
配当年次
2・4
3・4
必修
単位数又は時問数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教
平成12年度
平成12年度
備考
13
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
文
化
学
科
専
門
科
目
授業科目の名称
EU論
環日本海交流論
地域統合論
国際組織論
国際研究特論1
国際研究特論2
多国籍企業論
エスニシティ論
ロシア研究ゼミナール（留学）
中国研究ゼミナール（留学）
韓国研究ゼミナール（留学）
アメリカ研究ゼミナール（留学）
留学ロシア語1
留学ロシア語2
留学ロシア語3
留学ロシア語4
留学中国語1
留学中国語2
留学中国語3
留学中国語4
留学韓国語1
留学韓国語2
留学韓国語3
留学韓国語4
留学アメリカ英語1
留学アメリカ英語2
留学アメリカ英語3
留学アメリカ英語4
ロシアの文化と歴史（留学）
留学ロシア特論1
配当年次
3・4
3・4
必修
単位数又は時間数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教
平成12年度
備考
旧名称1国際研究特論A、配当14年次
隔年開講
平成12年度
平成12年度
14
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
文
化
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目
基
礎
科
目
授業科目の名称
留学ロシア特論2
現代ロシア研究（留学）
現代ロシア事情（留学）
中国の文化と歴史（留学）
留学中国特論1
留学中国特論2
現代中国研究（留学）
現代中国事情（留学）
韓国の文化と歴史（留学）
留学韓国特論1
留学韓国特論2
現代韓国研究（留学）
現代韓国事情（留学）
アメリカの文化と杜会（留学）
留学アメリカ特論1
留学アメリカ特論2
現代アメリカ研究（留学）
現代アメリカ事情（留学）
政治学
経済学（マクロ）
経済学（ミクロ）
社会学
市民社会論
社会思想史
比較宗教論
哲学
歴史学
世界地誌
地球環境論
新潟研究（自然と文化）
配当年次 必修
14
単位数又は時間数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教 備考
15
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
基
礎
科
目
授業科目の名称
新潟研究（政治と経済）
文化人類学
杜会調査
法学
憲法
民法
財政学
金融論
情報文化
言語学
ジェンダー論
福祉社会論
コミュニケーション論
ジャーナリズム論
論理と数理
科学と技術
コミュニケーション技術
統計と惰報
線形数学
文章表現
心理と行動
倫理学
英語1A（話す英語1）
英語1B（CALL英語1）
英語ユC（総合英語1）
英語2A（話す英語2）
英語2B（CALL英語2）
英語2C（総合英語2）
英語3A（表現英語1）
英語3B（TOEIC英語1）
配当年次 必修
単位数又は時間数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教 備考
16
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
基
礎
科
目
共
通
科
目
授業科目の名称
英語3C（読む英語1）
英語3
英語4A（表現英語2）
英語4B（TOEIC英語2）
英語4C（読む英語2）
英語4
体力診断と運動処方1
体力診断と運動処方2
フィットネス理論及び実習
キャリア開発1
キャリア開発2
地域研究概論
アジアと日本
異文化理解
日本政治論
日本経済論
企業と経済
国際研究概論
国際政治学
国際経済学
国際法
平和学
情報システム
情報検索
情報社会論
情報と法
情報メディア論
コンピュータシステム
生活情報
経営と組織
配当年次
3・4
必修
16
単位数又は時問数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教 備考
旧名称1メディア論、配当14年次
17
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
共
通
科
目
専
門
科
目
授業科目の名称
ネットワークコンピューティング
マーケティング
人問情報システム
社会情報システム
社会調査演習1
社会調査演習2
基礎演習1
基礎演習2
情報処理演習F
情報処理演習U1
情報処理演習U2
情報処理演習W
情報処理演習C1
情報処理演習C2
情報システム演習1
情報システム演習2
専門演習A
専門演習B
専門演習C
専門演習D
卒業研究1
卒業研究2
卒業研究3
卒業論文
情報産業
情報リテラシと倫理
システム論
情報論
情報システムモデル
情報システム特論
配当年次
1・2
1・2・
i・2
1・2
1・2
必修
単位数又は時問数
選択必修 選択 自由 教授
?
?
?
?
?
専任教員の配置
准教授 講師 助教
平成12年度
平成12年度
平成12年度
備考
18
授
業
科
目
の
概
要
情
報
文
化
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目
授業科目の名称
情報システム設計
情報システム開発
生産情報システム
地域情報システム
経営情報システム
人間情報工学1
人間情報工学2
言語情報処理
知識情報処理
人工知能
生理機能と情報
認知科学
行動科学
社会理論と調査法
生活と法律
ピジネスモデル
生産企画と管理
流通と物流
経営と情報
企業と国際化
ベンチャービジネス
商品企画
財務会計
管理会計
経営と法律
コンピュータソフトウエア
アルゴリズム’
プログラミング環境
テレコミュニケーション
コンピュータピジョン
配当年次
3・4
3・4
3・4
必修
??
単位数又は時間数
選択必修 選択 自由 教授
専任教員の配置
准教授 講師 助教
平成12年度
平成12年度
平成12年度
備考
19
授
業
科
目
の
概
要
授業科目の名称
情
報
文
化
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目
データベース
情報セキュリティ
マルチメディア情報処理
プログラミング技術特論
生活統計
システム数学
モデリング数学
数値実験法
地域統計
多変量解析
惰報論理
オペレーションズリサーチ1
オペレーションズリサーチ2
シミュレーション
北米杜会と情報
情報英語
学外実習
基本情報処理特論1
基本情報処理特論2
インターネット英語1
インターネット英語2
配当年次
3・4
3・4
2・4
3・4
単位数又は時間数
必修 選択必修 選択 自由
専任教員の配置
教授 准教授 講師 助教 備考
平成12年度
平成12年度
平成12年度
平成12年度
①「配当年次」の欄には、当該科目を1年次～4年次まで毎年度配当する場合は『1・2・3・4」と記載すること。年次をまたがって授業を行う場合は「O～O」
　　（例えば、3年次～4年次の2年問を通して開講する場合は「3～4」）と記載すること。また、隔年開講の場合は、備考欄に「隔年開講」を記載すること。
②「専任教員配置」の欄には、授業科目ごとに、当該授業科目を担当する専任教員の数について、1年問の延べ開講数を問わず実人数を記載すること。同一の授業科
　　目について同一の職位の教員が複数担当する場合（同一の授業科目について、複数の教員が分担するオムニバス方式による場合や複数教員が共同で担当する場合
　　等）には、その合計人数を記載すること。兼任教員のみが担当する授業科目は空欄となる。
③複数の学科にまたがる科目がある場合は、複数の学科にまたがる科目について記載する欄を作成し、記入すること。
④学則に掲載している科目で近年開講していない科目がある場合については注釈を付して記載すること。
⑤導入教育科目やキャリア科目などの全学共通科目については欄を作成し、記載すること。
⑥学部・学科の改組等により、新旧のカリキュラムが併存している場合はすべて記載し、備考欄にはカリキュラムの改訂年度を記載すること。
⑦学部のみについて記載すること。（研究科、通信教育ともに記載不要）
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表3－2
成績評価基準
学部
点数区分
80～100点
70～79点
60～69点
O～59点
評価の表示方法A
A
評価の表示方法B
優
良
可
不可
試験欠席
受験資格なし
合否
合　格
不合格
①
②
③
評価の表示方法でr　S」または、　r秀」がない場合は省略すること。
評価の表示方法rA」またはrB」が該当しない場合は省略すること。
上に示した表が貴学の実態に当てはまらない場合は、貴学の実態に合わせた独自の表を作成すること。
21
表3－3
修得単位状況（前年度実績）
1年次
情
報
文
化
学
部
情報文化学科
情報システム学科
合計
平成19年3月1日
現在の在籍者
　　ユ27
190
317
人数
位
％
0，8路
1．1晃
O．9％
1～10’位
人数 ％
O．8％
1．6％
1．3路
11～20　位
人数
?
％
5，5％
4．7％
5．O路
21～30’　イユム
人数
17
?
33
％
13，4％
8．4路
lO．4路
31～40　位
人数
　　63
57
120
％
49，6％
30．O路
37．9路
41～50’イ皿
人数
　38
90
128
％
29．9％
47．4賭
40．4路
5！　皿以上
人数
13
?
％
O．O晃
6．8路
4．1路
2年次
情
報
文
化’
学
部
情報文化学科
情報システム学科
合計
平成19年3月1目
現在の在籍者
　　118
184
302
人数
止
％
O．O％
O．O路
O．O晃
！～10　止
人数 ％
0．8路
1．i路
1．o％
11～20　皿
人数 ％
1．7鶉
2．7路
2．3路
21～30　皿
人数
?
?
％
5．1路
6．5路
6．0％
31～40　皿
人数
　23
27
50
％
19．5％
14．7路
16．6路
41～50　皿人数
　68
72
140
％
57．6賭
39．1路
46．4％
5！’皿以上
人数?
66
84
％
15．3完
35．9路
27．8路
3年次
情
報
文
化
学
部
情報文化学科
情報システム学科
合計
平成19年3月1日
現在の在籍者
　　127
183
310
人数
位
％
3．1％
1，6路
2．3路
1～10　皿人数 ％
O．8路
0．5路
0，6賭
11～20　皿
人数
?
?
％
O．8晃
7．1路
4．5％
21～30’’イjエ
人数?
72
87
％
11．8路
39．3賭
28．脳
31～40単位
人数
　73
80
153
％
57．5路
43，7路
49．4路
4！～50単位
人数
　29?
41
％
22．8％
6．6％
13．2％
51・位以上
人数 ％
3．1路
1．1路
1．9路
4年次
情
報
文
化
学
部
情報文化学科
情報システム学科
合計
平成19年3月1口
　現在の在籍者
123
185
308
○単位
人数　　　％
2　　1．6％
3　1．6路
5　　1．6路
1～10’位
人数　　　％
60
108
168
48．8路
58．4路
54．5路
11～20　位
人数
45
50
95
36．6路
27．O路
30．8％
21～30’イ〕五
人数?
22
38
13．O路
11．9路
12．3賭
31～40’’イ止
人数
O．O努
O．5路
O．3路
41～50’＿イ皿
人数
O．O晃
O．O％
O．O％
51’’
人数
位以上
　．％
O．O路
O．5路
O．3路
①在籍者数は当該年の3月1日の数値とする。
②在籍者数には休学者及び留年者は含み、退学者は含まない。
③在籍者数に休学者を含むとあるが、前年度から休学している者は、2年目はO単位になるが、その場合は注釈を付す。
④教職などの卒業要件に関係しない単位についてもカウントすること。
⑤改組等により学部・学科の名称等を変更した場合は、新1日の学部・学科名をすべて標記し、欄外に注釈を記載すること。
⑥学部のみについて記載すること。（研究科、通信教育ともに記載不要）
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表3－4
年間修得単位数の上限と進級、卒業（修了）要件（単位数）
年　次
学部・学科 情報文化学部
情報文化学科 情報システム学科
1年次
年間修得単位数の上限 2年次
3年次
1年次
進級の要件（単位数） 2年次
3年次 1OO 1OO
卒業の要件（単位数） 126 126
①該当しない項日についてはr一」を記載すること。
②医・歯学部、獣医学系あるいは獣医（関係）学科をもつ学部の場合には、第六年次まで作成すること。
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　　　表3－6
　　　海外提携校と単位互換
2L＿＿＿．＿＿＿＿一＿＿＿
国　名
カナダ
中国
ロシア
アメリカ
韓国
学校名
アルパータ大学
北京師範大学
極東国立総合大学
ノースウエストミズーリ州立大学
慶煕大学
主たる学部
生涯教育学部
歴史学部
教養学部
国際教育院
提携年
（西暦〕
2000年
2000年
2000年
2001年
2001年
　　　学生を留学生
または、研修生として派遣
している場合の派遣期間
5週間
5ケ月
5ケ月
4ケ月
4ケ月
単位互換の有無
有
有
有
有
有
①
②
③
④
⑤
学校名は日本語で記載すること。
「単位互換の有無」の欄には、現在、実績がない場合でも単位互換が可能であれば「有」と記載すること。
派遣期問が複数にわたる場合には、当該大学が定めている派遣期間をすべて記載すること。　（例：1年・6ヶ月・3ヶ月・2週問など）
派遣期間が複数にわたる場合で、1コースでも単位互換を行っている場合は、　「単位互換の有無」の欄に「有」と記載すること。
学部として提携している場合は、提携とみなす。その旨、欄外に注釈を付すこと。
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表4－1
学部の入学者の構成
学部 学　　科 一般入試 センター入試
入　　学　　者　　数
指定校
推薦
公募推薦
　入試 その他
その他の推薦
入試（淋一ツ
　推薦）
計
備　　考
情
報
文
化
情報文化学科
募集定員
入学者数
計に対する割合
募集定員
45
?
51．6路
75
?
?
13．5路
20
?
19
15．1路
20
30
24
19．O晃
35
0．O路 O．8路
lOO
126
1OO．O％
150
学
部
情報システム学科 入学者数
計に対する割合
1OO
51．0％
?
7．1％
34
17，4路
43
2i．9路 O．O路 2．6路
196
i00．O％
募集定員 120
?
30 65 250
合　　　計 入学者数 165
?
53 67 322
計に対する割合 51．2路 9，6晃 16．5路 20．8路 O．O路 1．9路 lOO．O％
①
②
③
④
⑤
⑥
入試の種類については、　「表4－2」と同様の区分で作成すること。
各学科及び合計欄の下段には各学科の入学者数の合計に対する割合を記載すること。
セメスター制の採用により、秋学期入学など、年に複数回の入学時期を設定している場合は、それぞれの学期について作表すること。
各募集定員が若干名の場合は「O」として記載すること。
表中記載の入試に該当しない推薦入試を実施している場合は、　「その他の推薦入試欄」を設けて作表すること。
「その他」の入試による内訳を、備考欄に記載すること。　（杜会人入試O名、外国人留学生入試O名）
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表4－2
学部・学科別の志願者数、合格者数、入学者数の推移（過去5年間）
情
報
文
化
学
部
情
報
文
化
学
科
入試の種類
一般入試
センター入試
指定校推薦
公募推薦入試
　　その他
（社会人・留学生・
帰国生徒等を含む）
その他の推薦入試
（スポーツ推薦）
学科合計
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
平成15年度
45
173
104
68
?
47
32
?
?
?
?
?
30
25?
25
若千名
若干名
1OO
265
180
125
26
平成16年度
45
152
92
68
?
62
33
?
?
?
?
?
30
28
28
28
若干名
若干名
l00
266
175
131
平成17年度
45
183
l15
82
?
57
26
?
20
20
20
30
?
?
?
若干名
若干名
lOO
279
179
128
平成18年度
45
187
98
59
?
38
35
18
?
25
25
25
30
23
22?
若干名
若干名
1OO
280
186
128
平成19年度
45
121
102
65
?
65
?
?
lO
?
?
?
30
24
24
24
若千名
若干名
lOO
230
197
126
27
情報
文
化
学
部
情
報
シ
ス
テ
学
科
入試の種類
一般入試
センター入試
指定校推薦
公募推薦入試
　　その他
（社会人・留学生・
帰国生徒等を含む〕
その他の推薦入試
（スポーツ推薦）
学科合計
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
平成15年度
75
273
146
108
20
65
43
25
20
17
?
?
35
33
32
32
若干名
若干名?
150
398
247
191
平成16年度
75
332
131
99
20
98
41
19
20
28
28
28
35
43
41
40
若干名
若干名
150
507
245
189
平成17年度
75
282
137
l1O
20
72
28?
20
24
24
24?
39?
?
若干名
若干名
150
425
236
193
平成18年度
75
222
164
113
20
41
33
?
20
?
?
20
35
38
38
37
若干名
若干名
150
324
258
191
平成19年度
75
272
130
100
20
99
37
?
20
35
35
34
35
43
43
43
若干名
若干名
150
455
250
196
28
r…
28
情
報
文
化
学
部
合
計
入試の種類
一般入試
センター入試
指定校推薦
公募推薦入試
　　その他
（杜会人・留学生・
帰国生徒等を含む）
その他の推薦入試
（スポーツ推薦）
学部合計
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
平成15年度
120
446
250
176
35
i12
75
38
30
34
34
34
65
58
57
57
若干名
若干名?
?
?
250
663
427
316
平成16年度
120
484
223
167
35
160
74
32
30
47
47
47
65
71
69
68
若干名
若干名?
250
773
420
320
平成’17年度
120
465
252
192
35
129
54
20
30
44
44
44
65
・54
53
53
若干名
若干名?
?
?
250
704
415
321
平成18年度
120
409
262
172
35
79
68
37
30
46
46
45
65?
60
58
若干名
若干名
250
604
444
319
平成19年度
120
393
232
165
35
164
88?
30
54
54
53
65
67
67
67
若干名
若干名
250
685
447
322
29
総合
計
入試の種類
一般入試
センター入試
指定校推薦
公募推薦入試
　　　その他
（社会人・留学生・
帰国生徒等を含む〕
その他の推薦入試
（スポーツ推薦）
合計
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
募集定員
志願者
合格者
入学者
平成15年度
120
446
250
176
35
112
75
38
30
34
34
34
65
58
57
57
若干名
若干名
13
?
H
250
663
427
316
平成16年度
120
484
223
167
35
160
74
32
30
47
47
47
65?
69
68
若干名
若干名
1O
250
773
420
320
平成17年度
120
465
252
192
35
129
54
20
30
44
44
44
65
54
53
53
若干名
若干名
m?
?
250
704
415
321
平成18年度
120
409
262
172
35
79
68
37
30
46
46
45
65?
60
58
若干名
若干名
250
604
444
319
平成19年度
120
393
232
165
35
164
88?
30
54
54
53
65
67
67
67
若干名
若干名
250
685
447
322
①「その他」の欄には社会人、外国人留学生、帰国生徒に対する入試等についてまとめて記載すること。ただし、上記の表に該当しない推薦入試を
　　実施している場合は、　「その他の推薦入試」欄を設けて作表すること。なお、該当しない入試方法の欄は削除すること。
②セメスター制の採用により、秋学期入学など、年に複数回の入学時期を設定している場合は、それぞれの学期について作表すること。
’’「
r　　表4－3
　　出身高校の地域別、学部別、志願者数、入学者数
情
報
文
化
学
部
同一都道府県内
北海道
東　北
関　東
甲信越
北　陸
東　海
近　畿
中　国
四　国
九州・沖縄
その他
合　計
総合計
志願者数
　（人〕
675
685
685
全志願者に対する割合
　　　　（％〕
98．5％
O．4路
o，1％
O．1路
O，7路
1OO，O％
1OO．O晃
入学者数
　（人〕
316
322
322
全入学者に対する割合
　　　　（％〕
98．1％
O．3路
O．3路
O．3路
O．9路
1OO．O路
備考
【地域区分】
東北：青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県　　　北陸：石川県、富山県、福井県　　　　　　　　　中国1鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
関東＝茨城県、栃木県、群馬県、千葉県、埼玉県、東京都、　　東海：愛知県、岐阜県、静岡県、三重県　　　　　　四国：徳島県、香」l1県、愛媛県、高知県
　　神奈川県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近畿＝大阪府、京都府、奈良県、滋賀県、和歌山県、九州・沖縄：福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、熊本県、
甲信越＝山梨県、長野県、新潟県　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県、鹿児島、沖縄県
①その他の欄には、外国の学校を卒業したもの、高等学校卒業程度認定試験等の合格者等を記載すること。
②出身高校の「同一都道府県内」の欄には、大学所在地の都道府県内からの入学者数を記載する。従って、大学所在地の都道府県がある地域に入学者数を記入する時は、
　　r同一都道府県内」の入学者数を除くこと。
③学部が複数あり、所在地が複数都道府県にまたがる場合、「同一都道府県内」の部分は各学部の所在地に基づいて記載すること。
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表4－4
大学院研究科の入学者の内訳（過去3年間） 「該当なし」
①秋期入学の場合は、別に記入欄を設けて記載すること。
②入学者数の区分（一般、社会人、留学生）の考え方について、社会人は社会人枠の入試形態による、留学生は留学ビザがある学生をいう。
．．　．＿．、一．．2－9一， …　一・巾・・I’一‘…一一…’’■■…’…’…」’一’’　　　’「
表4－5
学部、学科別の在籍者数（過去5年間）
情報文化学部
情報文化学科
情報システム学科
学部合計
情報文化学部　合計
総合計
平成15年度
在籍者数
1人〕
505
802
1，307
1，307
i，307
留学生数
1内数■人〕
社会人
　入学
学生数
1内数■人〕
　帰国
生徒数
1内数／人〕
平成16年度
在籍者数
（人〕
508
771
1，279
1，279
1，279
留学生数
1内数／人〕
社会人
　入学
学生数
（内数／人〕
　帰国
生徒数
1内数／人）
平成17年度
在籍者数
1人〕
511
767
1，278
1，278
1，278
留学生数
（内数／人〕
社会人
　入学
学生数
1内数／人〕
　帰国
生徒数
1内数／人〕
情報文化学部
情報文化学科
情報システム学科
学部合計
情報文化学部　合計
総合計
平成18年度
在籍者数
1人〕
503
756
1，259
1，259
1，259
留学生数
1内数■人）
社会人
　入学
学生数
1内数／人〕
　帰国
生徒数
1内数／人）
平成19年度
在籍者数
（人〕
515
766
1，281
1，281
1，281
留学生数
1内数／人〕
社会人
　入学
学生数
（内数■人）
　帰国
生徒数
1内数／人〕
備考
①在籍者数の区分（留学生、杜会人、帰国生徒）の考え方について、社会人及び帰国生徒は入試形態に
　　よる、留学生は留学ビザがある学生をいう。科目等履修生、聴講生は含めないこと。
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表4－6
学部、学科別の退学者数の推移（過去3年間）
学　部 学　科
情報文化学科
1年次
平成16年度
2年次3年次4年次合計
?
！年次
平成17年度
2年次3年次4年次合計
?
1年次
平成18年度
2年次3年次4年次合計
情報文化学部
情報システム学科
?
24 1O
?
合　　計 10 30
? ?
10 39 13 25
①退学者数には、除籍者も含めること。
②医・歯学部、獣医学部（あるいは獣医（関係）学科をもっ学部）の場合には、第6年次まで作成すること日
表4－7
学部の卒業者数と卒業判定（過去3年間）
平成16年度卒業 平成！7年度卒業 平成18年度卒業
学部・学科 13年度の
入学者（a）
13年度に入学し
た者（a〕のうち
16年度に卒業し
　　た者（b）
率業率（路〕
b／a＊lOO
14年度の
入学者（a）
14年度に入学し
た者（a）のうち
17年度に卒業し
　　た者（b〕
卒業率（路〕
b／a＊1OO
15年度の
入学者（a）
15年度に入学し
た者（a）のうち
18年度に卒業し
　　た者（b）
卒業率（路〕
b／a＊lOO
情報文化学科 129 105 81．4％ 130 113 86．9路 125 lO1 80．8％
情報文化学部
情報システム学科 194 161 83，O％ 194 162 83．5路 191 155 81．2路
計 323 266 82．4堵 324 275 84．9路 316 256 81．O路
①入学者数には編入者は含まないこと。
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表4－8
学生相談室、医務室等の利用状況
名称
保健室
学生相談室
スタッフ数
専任
1人
1人
非常勤
○人
1人
開室日数
週当たり
5日
O．5日
年間
277日
15日
開室時間
9：OO～18・00
15：OO～18：00
年間相談件数
平成16年度
402
42
平成17年度
431
36
平成18年度
869
35
備　考
・専任…看護師
・専任…看護師（保健室と兼任）
・非常勤…臨床心理士
①専任、非常勤ごとに、スタッフの種類（医師、資格を持ったカウンセラー、教員、職員等）を備考欄に記載すること。
②学部、キャンパスごとに分かれている場合は、おのおのの学部、キャンパスごとに記載すること。
③年問相談件数は延べ数を記載すること。
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」表’4一白
就職相談室等の利用状況
名称
就職課　本校
新潟中央キャンパス
　　　　　　　　　開室日数
スタッフ数
　　　　　　週当たり　年間
238
238
開室時問
9：OO～18：OO
9：00～18：OO
年問相談件数
平成16年度
878
47
平成17年度
1，351
45
平成18年度
1，561
52
備　考
教員6名・職員3名
職員2名
①学部、キャンパスごとに分かれている場合は、おのおのの学部、キャンパスごとに記載すること。
②年間相談件数は延べ数を記載すること。
③スタッフの種類（教員、職員等）を備考欄に記載すること。または、欄外に図表等を示しても良い。
37
表4－10
奨学金給付・貸与状況（授業料免除制度〕（前年度実績）
奨学金の名称
表彰奨学金
学費奨学融資制度
資格取得奨励奨学金
学費特別給付奨学金
学費臨時給付奨学金
海外派遣留学制度奨学金
学費免除制度
日本学生支援機構奨学金
新潟県奨学金
学内・学外
　の別
学内
学内
学内
学内
学内
学内
学内
学外
学外
給付・貸与
　の別
給付
給付
給付
給付
給付
給付
給付
貸与
貸与
支給対象
学生数
　（a）
88
?
23
344
?
在籍学生
総数（b〕
920
618
1，237
1，237
1，237
23
L237
1，237
1，237
在目学生数に
対する比率
　a／b＊1OO
0．9％
O．O路
7．1％
1．7路
0．0％
1OO．O路
O．1路
27．8％
1．5％
　月額支給
総額（C）（円）
66．667／月
800，OO0／年
　154．167／月
1，850，O00／年
　6571292／月
7，887．500／年
　392．500／月
4，710，OO0／年
28．125／月
337．500／年
21，730，OO0／月
813，OO0／月
1件あたりの
月額支給額
c／a（円〕
　8．333／月
100，OO0／年
1．752／月
21．023／年
28．800／月
375．595／年
17．065／月
204．783／年
28．125／月
337．500／年
63．169／月
45．167／月
　　　　備　　　　考
（授業料免除制度がある場合は、
その基準を記載すること。〕
｛1…l1ll1支給、2～4‘11次‘1三対銀
融資椥こ対し当該｛1三度に支払う利息額を奨学金として年1『l1給付．3～4｛1…次’1三対乳
平成18刊…度には、学生2人が］．570．㏄O円の融資を受けたが、奨学金として利息額給付の
■1■舗がなかった．
’1｛］n支給（I棚：3人、支給総額150．OOOi■！，U利185人、支給総額1－700■O㏄1■1〕
年1■■11支紛（1獅：3人，文紛総傾1．蛎O，OOOlll、皿柄：1罧人，支給総額；．U37・；OO■■I〕
｛1…1l1l1支給
｛1｛］■■’1支総（アメリカコース：7人、支給総額1．HlO．OOOlll，lllll｛1・俳1111コース：14人・
支給総祇2．呂OO．OOOl■1、カナダコース12人、支給総額300．OOOl■1〕
1，lllI納条作
　（1〕学炊貨抑者の死亡による締済状況の急変
　（2〕学費工t抑者の止むを得ない火葉、病気等による継済状況の急変
　（3〕経済約な事111により、ll＝むを得ず休学を願いlllるとき
　｛4〕侭声して舳蝸i学をしようとする者が、榊・剤｛川の工t抑に紀慮して蜘い
　　lllるとき
2、逆壷考」基刊嘔
　（1）学業成紬基榊
　　2年次以1＝一所属’’芦科の1＝位3分の1以内
　　1年次　　一．抑定’1三均㈹．5以，＝（！高校の土■呈終2ヵ年全」触修科11〕
　　ただし、1汕1紀｛3〕及ぴ｛4〕の蝪合は1除く
　（2〕収入」蝋唱
　　□木学’1三支援機柑奨学金のI言ト算力式に宇甲≡ずる。
　　ただし、前記（3〕及ぴ（ωの場介は除く
○　年1［1’1免除．
I栖1103人、J1額文紛総概．舳．OOOl■1，n椰＝洲人、川額支給総額Hi．O呂O．OOO■I］
奨学金｛II1宅〕　＝1ヨ人、j」額支給総額冊O．OOO川
奨学金（1二1宅外〕＝3人　’」紙支給総額15ヨ．OOO川
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
前年度実績をもとに作表すること。
在籍学生数は前年度全体の学生数で、卒業生を含んだ人数（3月1日現在）を記載すること。
奨学金の名称の欄は、種類別等のタイトルごとにまとめて記載すること。
学部学生、大学院学生、新入生、留学生等に限定した奨学金等については、　r在籍学生総数」禰には学部学生、大学院学生、新入生、留学生等の総数のみ記載
すること。
独立行政法人日本学生支援機構による奨学金も記載すること。
留学生や特別な支援が必要な学生に対する奨学金、授業免除等がある場合は、言ざ載すること。
授業料免除制度がある場合は、その基準を備考に記載すること。
39 ．．一．＿＿一．＿一一一一一一岬一…一皿’』’’’「
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妻λ一i’1
学生の課外活動への支援状況（前年度実績）
サークル活動
ボランティア活動
起業活動
活動資金支援
件数
64
金額’（円〕
5，669，417
一件あたりの金額（円）
881585
その他
件数 支援の方法を具体的に記載
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表4－12
社会人、編入、転入学生等への支援制度、支援体制及び活用状況（前年度実績）
社会人入学生
編入・転入学生
留学生
障害を持つ学生
相談体制
相談体制の
　有無
有（学務課）
有（学務課）
有（学務課）
有（学務課）
相談件数
（月平均〕
その他の具体的な支援体制
学費特別給付奨学金制度
支援制度などの
　規定の有無
学費特別給付奨学金取扱要領
備考（相談体制に関して）
既修得単位の認定、編入後の履修など
受験資格照会に対する対応など
入試における受験措置など
①社会人、編入、転入学生、留学生、障害をもつ学生への支援制度等がある場合は、記載すること。
②入学前の支援体制がある場合には入学後の支援体制と分けて記載すること。
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表4－13
就職の状況（過去3年間）
学部
情報文化学部
情報文化学科
情報システム学科
学部合計
合　　　計
平成16年度
卒業者数
　1人〕
115
179
294
294
　就職
希望者数
96
146
242
242
就職者数
87
130
217
217
就職率
（％〕
90．6路
89．O％
89．7路
89．7路
求人社数
643
643
平成17年度
卒業者数
　1人〕
121
一78
299
299
　就職
希望者数
96
156
252
252
就職者数
90
144
234
234
就職率
（％〕
93．8路
92．3路
92．9路
92．9完
求人社数
745
745
平成！8年度
卒業者数
　1人〕
l　lO
168
278
278
　就職
希望者数
94
154
248
248
就職者数
90
144
234
234
就職率
1％〕
95．7％
93．5％
94．4％
94．4路
求人社数
860
860
①就職率は就職希望者に対し、実際に就職した就職者の割合を記載すること。
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表4－14
卒業後の進路先の状況（前年度実績）
情報文化学部
人数1人）　（％）
農業
林業
漁業
鉱業
建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業
就職　卸売・小売業
金融・保険業
不動産業
飲食店、宿泊業
医療、福祉
教育、学習支援業
複合サーピス事業
その他サービス業
官公庁
上記以外
自大学院
進学他大学院
専修学校等
　　　一時的な仕事その他　　　無業者・未定者
就職者合計
進学者合計
卒業者合計
28
43
?
・88
?
25
234
??
25
O．0兜
0．O路
O．0路
O．0路
2．5％
10．1賭
0，0路
15．5晃
3．6％
31．7％
5．4％
O．7路
2．2路
O．7路
0，O路
1．8％
9．O路
1．1路
O．O毘
84．2％
0．0％
O．4路
〕．ユ路
1，4路
5．4晃
9．0路
278　100．O路
①人数の欄には各学部ごとの進路先の人数を記載すること。
②各学部の卒業者合計に対する各進路先の人数をパーセンテージで示し記載すること。
③就職の項目にあるr上記以外」の例：NGO団体、国際機関など。
④進学の欄に自大学院・他大学院以外に主な進学先（他大学の学部、専門学校など）があれば、新たに欄を設け、適宜追加すること。
⑤就職しっつ進学した場合は、先に決定したほうに含めること。
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表5－1
専任教員の学部、研究科ごとの男女別の構成（うち外国人の数を含む）
情報文化学部
学部・研究科
情報文化学部
職位
教　授
准教授
講　師
1人）
男性
?
?
（％〕
56．3路
31．3％
12．5％
（人
女性
％）
62．5路
一2．5％
25．O毘
計
1人）
　一理
　　11
（％〕
57．5路
27．脳
15．0晃
外国人
（内数）
助　教
計 32 lOO．O路 lOO，O路 40 100．O路 4
研究科　　　「該当なし」
①
②
③
学部・研究科ごとに人数を記載すること。
外国人の教員については各学部・研究科ごと及び「全学部・全研究科」の合計の数値に対する内数を記載すること。
附属研究所等がある場合は、新たに欄を設け、記載すること。
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表5－2
専任教員の学部、研究科ごとの年齢別の構成
【学部】
学部・研究科
情報文化学部
職位
教授　　　（人〕
（％）
准教授　　（人）
1％〕
講師　　　（人）
（％）
助教　　　（人）
（％）
計　　　　1人〕
計　　　　（％〕
71歳以上66歳～70歳
26．1晃
16．7路
17．5路
61歳～65歳
4．4％
9．1路
5．O％
56歳～60歳
17．4路
lO．O％
51歳～55歳
21．7路
9，1％
15．O路
46歳～50歳
13．O路
18．2路
12．5路
41歳～45歳
17．4路
9．1路
」
12．5路
36歳～40歳
　　6
54．5路
33．3路
20．O完
31歳～35歳
50．O路
　3
7．5路
26歳～30歳計
．理
100．O毘
　　l　l
lOO．O路
　　6
100．O路
　　40
100．O路
【大学院研究科】 「該当なし」
①専任教員について、学部・研究科ごとに作成すること。ただし、教養教育担当者が学部に分属しているものの教養教育は全学で行っている場合は、
　　その教員数を学部から除き、教養教育担当者の表を学部に準じて別に作成すること。
②各欄の下段にはそれぞれ「計」欄の数値に対する割合を記載すること。
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表5－3
学部の専任教員の斗週当たりの担当授業時間数（最高、最低、平均授業時間数）
情報文化学部（40人）
区　分
教　員
最　　高
教　　授
17．2授業時間
准教授
15．5授業時間
講　　師
15．6授業時問
助　　教 備　　考
最　　低 11．O授業時問 8．6授業時間 9．2授業時問 ！授業時間90分
平　　均 13．O授業時間 12．3授業時間 13．7授業時問
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
責任授業時間数 （12．O授業時問〕　　（12．O授業時間）（12．0授業時間）
専任教員について、所属組織ごとに作成すること。
専任教員が当該大学において担当する！週問の最高、最低及び総平均授業時問を記載すること。
r備考」欄に1授業時問が何分であるかを記載すること。
専任の教授、准教授、講師、助教の1週間の責任授業時問数等の規定が無い場合は、　「責任授業時間数」欄は「一」を記載すること。
担当授業時間が特に多い教員、または特に少ない教員がいる場合は、その理由を欄外に付記すること。
開設されてはいるものの、履修者のいない科目についても上表に含めること。
学部のみについて記載すること。
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表5－4
学部、学科の開設授業科目における専兼比率
【前期開設科目】
学部・学科
情報文化学部
情報文化学科
情報システム学科
基礎科目
共通科目
専門科目
基礎科目
共通科目
専門科目
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）刈OO）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a■（a＋b）‡100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）‡1OO）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊lOO）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊lOO）
必修科目
1．00
100．0％
1．25
O．75
62．5％
4．OO
l00．0％
4．OO
5．OO
44．4％
5．OO
lOO．0完
3．OO
1OO．O％
選択必修科目
13．33
6．67
66．7路
4．86
O．14
97．2％
選択科目
14．25
9，75
59，4％
ll．OO
3．OO
78．6％
9．00
6．00
60．0路
12．25
9．75
55．7路
7．OO
3．OO
70．O路
22．OO
6．OO
78．6路
全開設授業科目
15．25
9．75
61．O％
12．25
3，75
76．6路
26．33
12．67
67．5％
16．25
14．75
52．4％
12．OO
3．00
80．O路
29．86
6．14
82．9％
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【後期開設科目】
学部・学科
情報文化学部
情報文化学科
情報システム学科
基礎科目
共通科目
専門科目
基礎科目
共通科目
専門科目
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊lOO）
必修科目
1．00
lOO．O％
O．25
O．75
25．O路
5．OO
1OO．O路
2．OO
5．00
28，6路
3．00
iOO．O％
5．00
lOO．O路
選択必修科目
55．08
8．92
86．1路
選択科目
7．25
8．75
45，3路
lO．OO
1OO．0賭
lO．00
4．OO
71．4路
7．25
8．75
45．3路
7．OO
100I　O路
25．OO
4．OO
86．2％
全開設授業科目
8．25
8．75
48．5路
lO．25
O．75
93．2路
70．08
12．92
84．4路
9．25
13．75
40．2％
lO．OO
lOO．O％
30．OO
4．OO
88．2％
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【同一科目で前期・後期開設】
学部・学科
情報文化学部
情報文化学科
情報システム学科
基礎科目
共通科目
専門科目
基礎科目
共通科目
専門科目
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊l00）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊ユ00）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊lOO）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　専兼比率
（a／（a＋b）＊］00）
必修科目 選択必修科目
4．80
0．20
96．O路
選択科目 全開設授業科目
4．80
0．20
96．O路
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【全体】
学部・学科
情報文化学部
情報文化学科
情報システム学科
基礎科目
共通科有
専門科目
基礎科目
共通科目
専門科目
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
専任担当科目数（a）
兼任担当科目数（b）
　　　専兼比率
（a／（a＋b）＊100）
必修科目
2．00
lOO．O路
1．50
1，50
50．O路
9．OO
100．0晃
6．OO
lO．OO
37，5路
8．OO
lOO．O％
8．OO
1OO．0路
選択必修科目
68．41
15，59
81．4路
9，66
O．34
96．6％
選択科目
21，50
18．50
53．8路
2i．OO
3，OO
87．5晃
19．OO
lO，OO
65．5路
i9．50
18．50
51．3路
14．00
3．OO
73．7％
47．OO
10．OO
82．5路
全開設授業科目
23．50
18．50
56．O路
22．50
4，50
83．3毘
96．41
25．59
79．4路
25．50
28．50
47．2路
22．00
3，OO
88．0鬼
64，66
lO．34’
86．2路
①学部のみを記載すること。
②実働している科目数のみを記載すること。
③ここでいう「専任担当科目数」には、他学部・大学院研究科・研究所等の専任教員による兼担科目も含めること。
④「専門教育」欄及び「教養教育」欄は、大学の設定する区分に応じて名称を付すこと。
⑤セメスター制を採用しており、各学期ごとの状況に差がある場合は、それぞれの学期ごとに作表すること。
⑥複数の学部、学科等にまたがる場合は、共通の欄を新たに設けて記載すること。
⑦「必修科目」と「選択必須科目」の合計が必ずしも「全開設授業科目」にはならない。
⑧同一科目を週2回実施している場合は、同一講師による実施は専任教員が担当する場合、専任担当科目数は！、兼任教員が担当する場合は兼任教員科目数が1となる。複数
　教員による実施は専任教員が担当する場合、専任担当科目数は1、専任教員と兼任教員がそれぞれ担当する場合は、専任科目数O，5、兼任担当科目数O．5となる（例：一科目で
　4クラスに分かれ、兼任が2クラス、専任が2クラス担当する場合、専任0．5、兼任O．5）。
⑨実験、実習等においては兼任教員を含む複数の教員が担当する場合は、人数比による数値を記載すること（例：専任4人、兼任！人で担当の場合、専任O．8、兼任0．2）。
⑪一年間でリレー形式等で期間も関わってくる場合は、期問に関わる部分も案分すること（例：一科目で1クラスでリレー形式（専任1人、兼任3人で担当している）の場
　合、専任0．25、兼任O．75）。
⑪小数点以下の端数について、小数点第3位を四捨五入し、小数点以下第2位まで記載すること。
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表5－5
産官学連携による研究活動状況（学内共同研究を除く） （過去3年間）
学部・研究科等
情報文化学部
計
新規（初年度〕
継続
新規（初年度〕
継続
平成16年度
共同研究の件数 受託研究の件数
平成17年度
共同研究の件数 受託研究の件数
平成！8年度
共同研究の件数 受託研究の件数
①教員、助手が専任として配置されている学部、研究科等ごとに記載すること。
②本表における「共同研究」とは、民問企業等から研究者と研究経費を受け入れて、大学の教育研究職員と共通の課題にっいて共同で行う研
　　究をさす。学内共同研究は含めないこと。また、「受託研究」とは、民間企業、自治体等からの受託に基づき、専ら大学の教育研究職員が
　　行う研究をさす。
③複数の学部・学科が共同で産学官連携の研究活動を行っている場合は、重複して記載しないこと。
④複数年にわたる研究については、初年度を「新規」欄に、次年度以降を「継続」欄に記載すること。
⑤科研費、事業団特別補助、奨学寄附金は含めないこと。
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表5－6
専任教員に配分される研究費（前年度実績）
　　　　　　　　　　　総額（a）（円）
学部・研究科等　1前年度実績・学科、研究室に
　　　　　　　　　　支給されるものも含む〕
情報文化学部
計　（円）
22，376，932
22，376，932
　　　　　　　　　　　　　　　専任教員数　総額（b）（円）　　　　　　　　　　　　　　　（助手を含む）（前年度実績・講座・研究室　　　　　　　　　　　　　　　　　（C）等の共同研究費を除く）　　　　　　　　　　　　　　　（前年度の数）
15，397，039
15，397，039
　　教員1人
　　当たりの額
①（a／C）（円）
552，516
552．516
　　教員1人
　　当たりの額
②（b／c）（円）
380，173
380，173
備　　考
＊前期一40人
　後期一41人
①前年度の実績をもとに作表すること。したがって「専任教員数」欄にも、前年度の人数を記載すること。
②研究費総額（a）には、学科、講座もしくは研究室ごとに支給される研究費も含めて記載すること。ただし、間
　　接経費は除く（ここでいう問接経費は、水道光熱費、事務の人件費等を指す）。研究費総額（b）には、講座研
　　究費、個人研究費等の名称は問わず、教員個人が専らその研究の用に充てるために支給される経常的経費（図書
　　購入費、機器備品費、研究用消耗品費、アルバイトなどへの謝金等）を記載すること。
③総額（a）について、2以上の学部等をまたがる場合は、その研究に関わっている専任教員数の学部ごとの割合
　　で案分し、それぞれの学部の総額に算入すること。ただし、研究費の配分が不明確な場合は、それぞれの各学部
　　の専任教員の総数の比率で案分すること。研究所等についても同様の考え方とする。
④専任教員に配分される研究費について、個人研究費に旅費を含めて配分している場合は、原則として研究旅費を
　　除外した額を記載する。ただし、旅費を含めて配分している場合は、備考に旅費を含むと記載すること。
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表5－7
専任教員の研究旅費（前年度実績）
学部・研究科等
情報文化学部
①
②
③
④
⑤
計
総額（円）
支給件数
1人当たり支給額（円）
総額（円）
支給件数
！人当たり支給額（円）
長期
国外留学
短期
859，980
21，234
859，980
21，234
国内留学
長　　期
学会等出張旅費（円）
国外
1，335，918
?
32，985
1，335，918
?
32，985
国内
5，410，219
155
145，391
5，410，2i9
155
145，391
前年度の実績をもとに作表すること。　「専任教員数」欄にも、前年度の人数を記載すること。
教員研究旅費には、表「専任教員に配分される研究費」は含めないこと。
「1人当たりの支給額」欄には、総額を当該学部の当該年度の専任教員数で割って算出した額を記載すること。
留学の「長期」とは、1年以上のものをいい、1年未満を「短期」とする。
研究旅費の支給条件がある場合は（例えば、．受給資格、金額の上限等）、下記に記載すること。
専任教員数
助手を含む）
前期一40人
後期一41人
備　考
【研究旅費の支給の条件】
・支給の条件は特にないが、個人研究費年額52万円のうち、年額20万円（CEP教員の場合は12万円）を上限に研究旅費に充当させる
ことが出来る。
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表5－8
教員研究費内訳（過去3年間）
学部・研究科等
情報文化学部
研究費の内訳
研究費総額（円）
学
内
学
外
個人研究費
共同研究費
科学研究費補助金
政府もしくは政府関連
法人からの研究助成金
民問の研究助成財団
等からの研究助成金
受託研究費’
共同研究費
その他
平成16年度
研究費（円）
25，747，540
15，860，372
7，924，818
1，500，OOO
462，350
研究費総額に
対する割合
　　（％）
100．O路
61．6路
30．8路
5，8路
1．8路
平成17年度
研究費（円）
24，i62，983
16，420，764
3，742，219
　　　＊500，OOO
3，150，000
350，OOO
研究費総額に
対する割合
　　（％）
王OO．O路
68．O％
15．5路
2．O路
13．O路
1，5路
平成！8年度
研究費（円）
25，640，510
15，397，039
6，235，039
2，300，OOO
1，358，432
350，OOO
研究費総額に
対する害1」合
　　（％）
1OO．O賭
60．O％
24．3毘
9．O％
5．3路
1，4路
①
②
③
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊は前任校より引継ぎ分
教員、助手が専任として配置されている学部、研究科等ごとに記載すること。
学外からの研究費の部分は問接経費を含んだものを記載すること。
科学研究費補助金以外のもの（特色G　P等）及び文部科学省以外の省庁からの研究費は学外の「政府もしくは政府関連
法人からの研究助成金」の欄に記載すること。
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表5－9
当該年度における科学研究費補助金の採択状況（過去3年間）
平成16年度
学部・研究科等　　　　　　　　　　　　　　採択率（晃）
　　　　　　　　申請件数（a）採択件数（b）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b／a＊1OO
情報文化学部
計
O．O％
0．O％
申請件数（a）
平成17年度
採択件数（b〕採択率（路）b／a＊1OO
14．2路
14．2％
申請件数（a〕
平成18年度
採択件数（b）採択率（路）b／aま100
50．0路
50．O％
①教員、助手が専任として配置されている学部、研究科等ごとに記載すること。
②採択件数には、当該年度新規に採択された件数のみをあげ、前年度からの継続分は含めないこと。
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表5－10
教員研究室の概要
学部・研究科
情報文化学部
計
個室
40
40
室　　数
共同 計
42
42
総面積
（㎡）
（a）
978．O
978．O
1室当たりの平均面積（㎡）
個室
20．4
20．4
共同
81．O
81．O
　専任教員数
徴授・准教授・
講師・助教〕
　　　（b）
40
40
教員1人当た
りの平均面積
（rピ）　（a／b〕
24．5
24．5
①
②
③
④
「室数」、　「総面積」欄には、学部、大学院研究科等の保有する全ての教員研究室を記載すること。
「1室当たりの平均面積」は全ての教員研究室について、　「教員1人当たりの平均面積」は、学部、大学院研究科等
の専任教員が実際に使用している教員研究室について算出すること。
専任教員数には助手を含めないこと。
附属の研究所等がある場合は、新たに欄を設け、記載する。
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表6－1
職員数と職員構成（正職員・嘱託・パート・派遣別、男女別、年齢別）
人数
正職員
24
77．4路
嘱託
19．4路
パート
1アルハ’什
も含む〕
3．2路
派遣 合計
?
1oo．o％
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
その他
合計
正職員．
3
?
うち
管理職 女
うち
管理職
男女
正職員
合計
?
24
管理職
合計
正職員合計
に対する
年齢別の割合
　　％
16，7賭
41．7銘
12．5路
16．7毘
工2．5毘
100．0路
嘱託
女 男女嘱託職員合計
嘱託職員合計
　に対する
年齢別の割合
　　％
50．0賭
16．7％
16．7％
16．7路
100．O路
パート（アルハ“イトも含む）
女
1
男女パート
職員合計
ハ．一閉1貝合計
　に対する
年齢別の警1」合
　　％
1OO．O％
100．0晃
派遣
定年
役職定年
選択定年
60歳
55歳
女 男女派遣職員合計
派遣職止工合I言1・
　に対する
年齢別の割合
　　％
計
22．6％
35．5路
12．9路
16．1晃
9．7路
3．2路
100．0路
「管理職の定義欄」
課長以上
r備考」
学校法人新潟平成学院教職員服務規程第43条
第3項（高齢採用者）の定めにより、60歳代の
職員3名が在職。
①役職定年及び選択定年がある場合は記載すること。
②管理職の定義をr管理職の定義欄」に記載すること。
③パートの欄には臨時職員等も含めて記入し、注釈を付すこと。
④派遣には紹介予定派遣者を含めて記載すること。
⑤附属施設の医療系の職員は、別表を作成すること。
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表6－2
業務委託の内容
業務委託の内容
学内外の清掃業務
2環境衛生管理業務
3警備業務
4給食サービス業務
5電気設備及び機械設備の運転管理業務
6昇降機の点検及び保守
7電気工作物保安管理業務
8消防用設備の点検及び障害排除業務
9冷暖房設備の点検及び保守業務
1O給与計算業務
①業務の一部を外部に委託している場合はすべて記載すること。
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表8－1
消費収支計算書関係比率（法人全体のもの） （過去5年間）
?
?
?
比　　率
人件費比率
人件費依存率
教育研究経費比率
管理経費比率
借入金等利息比率
消費支出比率
消費収支比率
学生生徒等納付金比率
寄付金比率
補助金比率
基本金組入率
減価償却費比率
人　件　費
帰属収入
人　件　費
学生生徒等納付金
教育研究経費
帰属収入
管理経費
帰属収入
借入金等利息
帰属収入
消費支出
帰属収入
消費支出
消費収入
学生生徒等納付金
帰属収入
寄　付　金
帰属収入
補　助　金
帰属収入
基本金組入額
帰属収入
減価償却額
消費支出
平成14年度
43．4路
50．3路
34．2％
8．9路
O，1％
86．9路
112．7驚
86．3路
0．5路
8．2路
22．9％
20．O路
平成15年度
44．1路
51．7路
38．9路
1O．9路
O．2路
94．5晃
131．4路
85．3路
1．4路
8．2路
28．〕％
i9，8路
平成16年度
46．1路
55．3路
37．4路
8．O路
O．2％
92．1路
I02．4完
83．3路
1．0路
1O，1％
iO．1％
18．9路
平成17年度
44．O％
54．3％
35．4路
7．6銘
O．1路
87．1路
97．2％
81．O路
O．9路
8．2路
10．4路
19．5毘
平成i8年度
41．7％
53．2路
33．4路
8，脳
83．4路
91．6％
78．4毘
O．8路
9．1路
9．0％
19．7路
備　　考
①本表については、「学校法人会計基準」に基づく財務計算書類中の消費収支計算書（法人全体のもの）を用いて、表に示された算式により過
　　去5年分の比率を記載すること。なお、法人として当該大学のみを運営している場合は、消費収支計算書（法人全体のもの）のみを作表し、
　　消費収支計算書（大学単独）の表には記載しないこと。
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表8－2
消費収支計算書関係比率（大学単独） （過去5年間）　　　「該当なし」
①本表については、「学校法人会計基準」に基づく財務計算書類中の消費収支計算書（大学単独のもの）を用いて、表に示された算式により過
　　去5年分の比率を記載すること。
②大学単独のものを記載すること（医、歯系学部を有する大学の場合、附属病院なども除外すること）。
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表8－3
貸借対照表関係比率（法人全体のもの） （過去5年間）
?
?
?
?
?
?
比　　率
固定資産構成比率
流動資産構成比率
固定負債構成比率
流動負債構成比率
自己資金構成比率
消費収支差額
　構成比率
固定比率
固定長期適合率
流動比率
総負債比率
負債比率
前受金保有率
退職給与引当
　預金率
基本金比率
減価償却比率
固定資産
総　資　産
流動資産
総資　産
固定負債
総　資　金
流動負債
総　資　金
自己資金
総資　金
消費収支差額
総　資　金
固定資産
自己資金
固定資産
自己資金十固定負債
流動資産
流動負債
総　負　債
総　資　産
総　負　債
自已資金
現金預金
前受金
退職給与引当特定預金（資産）
退職給与引当金
基本金
基本金要組入額
減価償却累計額（図書を除く）
減価償却資産取得価格（図書を除く）
平成14年度
88．9路
l1．1晃
3．9路
6．1路
90．0％
O．3路
98．8路
94．6路
183．1路
1O，O路
11．1路
168．8路
95．0路
35．3路
平成15年度
91．O％
9．O路
2．6路％
6．O路
91．4％
一3．2路
99．5賭
96．8路
150．5路
8．6路
9．4路
215．5％
96．O路
34，2路
平成16年度
92．O路
8，O路
1．4路
5．6％
93．O％
一3．5路
98．9％
97．4路
143．1路
7．O賭
7．5路
209．O路
98．O路
37．4％
平成17年度
91．3％
8．7路
1．O路
4．5路
94．4路
一3．1％
96．7毘
95．6路
i92．2路
5，6路
5．9路
211．2路
lOO．O路
40．7路
平成18年度
92．1毘
7．9路
1．O路
4．8路
94．2路
一1．8路
97．7路
96．7路
165．5路
5．8路
6．1路
182．1路
lOO．O路
43．9路
備　考
①本表については、「学校法人会計基準」に基づく財務計算書類中の貸借対照表を用いて、表に示された算式により過去5年分の比
　　率を記載すること。
②一「総資金」は負債十基本金十消費収支差額を、「自己資金」は基本金十消費収支差額をあらわす。
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表8－4
財務公開状況について
【閲覧の方法】
閲覧の方法
（自由筆記〕
　私立学校法第47条第2項で公開が義務づけられた財務内容（財産目録、貸借対照表、・収支決算書
「資金収支計算書及び消費収支計算書」、事業報告書及び監査報告書）を公開し、事務局会計課に常備
している。また、本学ホームページにも事業報告書、財産目録、貸借対照表、資金収支計算書、消費収支
計算書の大科目による概要をホームページに掲載し、平成17年度より事業計画書、年度予算について
も公表している。
【その他開示方法】
自己点検・
評価報告書 学内広報誌 大学機関紙
財務状況に
関する報告書 学内LAN
ホームページ
（We　b等）
　その他
（一般向けの
経済紙等）
①財務情報の閲覧の方法を自由筆記すること。
②その他の開示方法について、あてはまる部分に○印を記載すること。
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表9－3
学部の学生用実験・実習室の面積・規模
用途別室名
コンヒ：ユータ室
人問情報工学実習室
グループ実習室
計
室　数　　総面積（㎡）
?
882
195
66
1，143
収容人員　収容人員1人当たり　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用学部等（総数）　の面積（㎡）
374
?
?
400
2．4　情報文化学部
19．5　情報文化学部
4．1　情報文化学部
2．9
備考
【再掲】
【再掲】
【再掲】
①
②
③
④
⑤
⑥
原則として学部ごとにまとめること。
「用途別室名」欄には、その施設の用途が具体的にわかるような名称を記載すること。
当該施設を複数学部もしくは併設の短期大学と共用している場合は、その学部名等のすべてを「使用学部等」欄に記載
し、本表において同一施設を重複して記載しないこと。ただし、専門学校は含まないこと。
語学学習施設・情報処理学習施設、ビデオ・オーディオルームその他の視聴覚教室施設等も、ここに記載すること。
教養教育のための施設については「使用学部等」欄にその旨記載すること。
実習室としての機能を備えているものの、講義室、演習室、学生自習室等としての利用が中心である施設については、
表9－2「講義室、演習室等の概要」の講義室・演習室に含めてもよい。その場合は、当該施設の本表での記載に当
たっては、　r備考」欄に必ずr【再掲】」と記載すること。
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表9－4
附属施設の概要（図書館除く）　　　r該当なし」
①大学設置基準第三九条に基づき、学部・学科の教育研究に必要な施設を記入すること。
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表9－5
その他の施設の概要
名称
体育館
アリーナ
Wトレーニング室
Aトレーニング室
陸上競技場
テニスコート
クラブハウス
面積の合計
　（m宣）
2，136．3
201088．O
2，109．O
360．0
収容人員
（総数）
開館時間等
該当する場合
　のみ記載
9：OO～21：OO
　利用者数（総数）
該当する場合のみ記載
学内
2，933
3，132
1，565
1，189
491
学外
1，975
905
　　スタッフ数
該当する場合のみ記載
専任 非常勤
備　考
利用者数・学内は利用者数・学外を含む
利用者数・学内は利用者数・学外を含む
利用者数・学内は利用者数・学外を含む
①
②
③
セミナーハウス、運動場、スポーツ施設等を有しており、学部やキャンパス等ごとに分かれている場合は、すべて記載すること。
スポーツ施設を有する場合は、種別ごとに記載すること。
利用者数について、同じ法人の短大等も利用している場合、学内の欄に短大等の利用者数も含め記入し、内訳を明示すること。
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表9－6
図書、資料の所蔵数
図書の冊数（冊）
図書館の名称　　　　　　　　開架図書の冊数　　　　　　　図書の冊数　　　　　　　　　　　　　　　（内数）
情報閲覧室
計
88，733
88，733
定期刊行物の種類
内国書
82．544　1，075種類
82．544　1，075種類
外国書
267種類
267種類
視聴覚資料の
所蔵数（点数）
621種類
621種類
電子ジャーナルの
　種類（種類）
1種類
1種類
データベース
　の契約数
5種類
5種類
備　　　考
①学部、キャンパスごとに図書館を有する場合は、すべて記載すること。
②視聴覚資料には、マイクロフィルム、マイクロフィッシュ、カセットテープ、ビデオテープ、CD・LD・DVD、ス
　　ライド、映画フィルム、CD－ROM等を含めること。
③検索データベース等を契約している場合はデータベースの契約数欄にその契約数を記載すること。
④電子ジャーナル、データベースが中央図書館で集中管理されている場合は、中央図書館にのみ数値を記載し備考欄にそ
　　の旨を注記すること。
⑤視聴覚資料及び定期刊行物等については、タイトル数を記入すること。
⑥雑誌等の定期刊行物ですでに製本済みのものは図書の冊数に加えること。
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表9－7
学生閲覧室等
図書館の名称
情報閲覧室
計
全体
2，O15
2，O15
面積（m3〕
　閲覧　　　　書庫
スペース　　スペース
1内数〕　　　（内数〕
1，363
1，363
98
98
　学生　　　　　　学生閲覧室の座席数　収容定員
　　　　　　（b）　（a）
172　1，284
172　L284
収容定員に
　対する
座席数の
割合1％〕
a／b＊1OO
13．4路
13．4路
その他の
学習室の
座席数
開室日数
週当たり 年間
266
266
　年問
利用実績
学内
63，562
63，562
学外
1，415
1，415
開室時間
9：OO～20：Oガ
備考
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
学部、キャンパスごとに図書館を有する場合は、すべて記載すること。
「学生収容定員」には、学部学生、大学院学生、専攻科、別科の学生収容定員のほか、当該施設を短期大学と共用している場合には、短大の学生収容定員もこの数に加
えること。ただし、専門学校は含まないこと。
「その他の学習室」の具体的名称を「その他の学習室の座席数」欄のカッコ内に記載すること。
「備考」欄には学生収容定員（b）の内訳を、学部学生、大学院学生、専攻科、別科、短期大学ごとに記載すること。
週あたりの開室日数については学期中の週当たりの開室日数を記載すること。
開室時間については学期中の平日における開室時問を記載すること。
年間利用実績の学内の欄には、学生、教員、職員の延べ利用人数の合計を記載すること。学外についてはそれ以外の利用者の延べ利用人数の合計を記載すること。
＊開室時間詳細
開講中　平目　9：00～20：00　148目
　　　　　土曜目　9100～17：00　35日
休業中　平目　9：00～18：O0　83日
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表9－8
情報センター等の状況
情報センター等
　　の名称
情報センター
座席数
404
コンピュータ
　台数
404
ソフトウェアの
　種類の数
?
年間総利用時間数
授業利用
時問数
1，178
授業外利用
　時問数
1，696
開館時閻等
9：OO～21：3ガI
開館日数
年問
273
週あたり
6幸2
　　スタッフ数
該当する場合のみ記載
専任 非常勤
①
②
学部、キャンパスごとに有する場合は、すべて記載すること。
コンピュータ台数については学生が利用可能な状態にある情報教育用のコンピュータの台数について記載すること。サーバ用途のコンピュータや
倉庫に保管されているなどの遊休状態のものは含めない。
ソフトウエアの種類数については学生が利用可能な情報教育用のソフトウエアの種類の数。当該組織がライセンス購入した教育用の商用ソフト
ウェアに限定し、OS、フリーソフト、独自に開発したソフトウエアは除く。
‡1開館時問詳細
　　開講期間中
休講期問中
休業期間中
平日
土曜日
平日
土曜日
平日
9：00～21：30
9：OO～16：30
9：OO～18：O0
9：00～i6：30
9：OO～18：OO
＊2休業期問中は週あたり5日開館
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表9－9
博物館等の概要　　　「該当なし」
①博物館等を所有していない場合は、記載しないこと。
②年間利用実績の学内の欄には、学生、教員、職員の合計を記載すること。学外についてはそれ以外の利用者について記載すること。
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表9－10
学生寮等の状況 「該当なし」
①複数棟にわたって有する場合はすべて記載すること。
71
表10－1
大学が地域杜会や企業等で共同に行っている活動（前年度実績） 「該当なし」
．①表5－5「産官学連携による研究活動状況（学内共同研究を除く）」に該当する部分を除き、大学が地域社会や企業
　　等で行っている活動についてすべて記載すること。
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表10－2
公開講座等の実施状況（前年度実績〕
【大学主催の公開講座】
講座科目数
77
受講者数挺べ人数・人）
978
ユ科目あたり受講者数1人）
?
主な公開講座等の名称（5つ程度〕
良好な人間関係を作るためのトレーニング
マーケティング入門
日商簿記検定2級合格講座
英会話
初級パソコン
【共催者がいる場合】
公開講座等名称
異文化塾・中国の昔話とわらべ歌
異文化塾・ヨーロッパ絵画の変容
映画の中の市民社会・人問と国境
　開催期間
（延べ日数・日〕
　　　共催者名
（公共団体・企業等の別）
新潟日報社
新潟日報杜
新潟市民映画館シネ・ウインド
　受講者数
（延べ人数・人〕
361
471
120
受講料の徴収の
　　有・無
有
有
無
①
②
③
④
公開講座については、共催者がいる場合と大学主催のものに分けて記載すること。
大学主催の公開講座の講座科目数については、ひとつのテーマの講座を数回にわたって開催する場合、その講座は一講座とカウントすること。
大学主催の主な公開講座等の名称を記載すること。
公開講座については、シンポジウム、講演会は含めないこと。
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